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   Ｃ０８Ｇ  63/78     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月9日(2008.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ．エステル、オリゴマー、低分子量ポリエステル及びそれらの混合物のうち少なくと
も１種を含むエステル化生成物を形成するのに充分な条件下でジカルボン酸及びジオール
を含む反応体をエステル化反応器中で合し；
　ｂ．エステル化された生成物を重縮合反応器中で重合させて、ポリエステルを形成せし
め；そして
　ｃ．前記反応体中に最初に存在するカルボキシ基の少なくとも５０％がエステル化され
たときに、エステル化反応器又は重縮合反応器の少なくとも１つに、式Ｉ：
【化１】

［式中、Ｘは水素、又はヒドロキシ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ及びハロゲ
ンからなる群から選ばれた２個以下の部分である］
の少なくとも１つの４－オキシベンジリデン基を含み且つポリエステル反応性基を含む少
なくとも１種のＵＶ吸収性化合物を添加する
ことを含んでなる、ジカルボン酸及びジオールを含む反応体の直接エステル化を用いて製
造されるポリエステル中へのＵＶ光吸収性化合物の組み入れ方法。
【請求項２】
　前記ジカルボン酸が脂肪族、脂環式又は芳香族ジカルボン酸からなる群から選ばれる請
求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記ジカルボン酸がテレフタル酸；ナフタレンジカルボン酸；イソフタル酸；１，４－
シクロヘキサンジカルボン酸；１，３－シクロヘキサンジカルボン酸；コハク酸；グルタ
ル酸；アジピン酸；セバシン酸；及び１，１２－ドデカン二酸からなる群から選ばれる請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ジオールがエチレングリコール；１，４－シクロヘキサンジメタノール；１，２－
プロパンジオール；１，３－プロパンジオール；１，４－ブタンジオール；２，２－ジメ
チル－１，３－プロパンジオール；１，６－ヘキサンジオール；１，２－シクロヘキサン
ジオール；１，４－シクロヘキサンジオール；１，２－シクロヘキサンジメタノール；１
，３－シクロヘキサンジメタノール；２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロブ
タンジオール；Ｘ，８－ビス（ヒドロキシメチル）トリシクロ－［５．２．１．０］－デ
カン［Ｘは３、４又は５を表す］；ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ジ
プロピレングリコール、トリプロピレングリコール；各脂肪族部分に２～１８個の炭素原
子を含むジオール；及びそれらの混合物からなる群から選ばれる請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ポリエステルが５０モル％超のテレフタル酸残基及び５０モル％超のエチレングリ
コール残基を含み、酸成分が１００モル％を有し且つジオール成分が１００モル％を有す
る請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ポリエステルが７５モル％超のテレフタル酸残基及び７５モル％超のエチレングリ
コール残基を含み、酸成分が１００モル％を有し且つジオール成分が１００モル％を有す
る請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　反応体中に最初に存在するカルボキシ基の少なくとも７０％がエステル化されたときに
、前記ＵＶ吸収性化合物を前記反応器の少なくとも１つに添加する請求項１に記載の方法
。
【請求項８】
　反応体中に最初に存在するカルボキシ基の少なくとも８０％がエステル化されたときに
、前記ＵＶ吸収性化合物を前記反応器の少なくとも１つに添加する請求項１に記載の方法
。
【請求項９】
　反応体中に最初に存在するカルボキシ基の少なくとも８５％がエステル化されたときに
、前記ＵＶ吸収性化合物を前記反応器の少なくとも１つに添加する請求項１に記載の方法
。
【請求項１０】
　反応体中に最初に存在するカルボキシ基の９０％超がエステル化されたときに、前記Ｕ
Ｖ吸収性化合物を前記反応器の少なくとも１つに添加する請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＵＶ吸収性化合物の０～１００％をエステル化反応器に添加する請求項１及び７～
１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＵＶ吸収性化合物の０～８０％をエステル化反応器に添加する請求項１１に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記ＵＶ吸収性化合物の０～５０％をエステル化反応器に添加する請求項１１に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記ＵＶ吸収性化合物の０～１００％を重縮合反応器に添加する請求項１に記載の方法
。
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【請求項１５】
　前記ＵＶ吸収性化合物の５０％超を重縮合反応器に添加する請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＵＶ吸収性化合物の８０％超を重縮合反応器に添加する請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ＵＶ吸収性化合物の９５％超を重縮合反応器に添加する請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ＵＶ吸収性化合物が式ＩＩ～ＶＩＩ：
【化２】

【化３】

［式中、Ｒは水素、Ｃ1～Ｃ12－アルキル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル、アリール、Ｃ3～
Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル及び－（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）p－ＣＨ2

－ＣＨ2－Ｒ5（式中、ｐは１～１００の整数である）からなる群から選ばれ；
　Ｒ’及びＲ”は、独立して、水素及びＣ1～Ｃ12－アルキルからなる群から選ばれ；
　ｎは２～４の範囲の自然数であり；
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　Ｒ1は－ＣＯ2Ｒ6及びシアノからなる群から選ばれ；
　Ｒ2はシアノ、－ＣＯ2Ｒ6、Ｃ1～Ｃ6－アルキルスルホニル、アリールスルホニル、カ
ルバモイル、Ｃ1～Ｃ6－アルカノイル、アロイル、アリール及びヘテロアリールからなる
群から選ばれ；
　Ｒ3は－ＣＯＲ7、－ＣＯＮ（Ｒ7）Ｒ8及び－ＳＯ2Ｒ7からなる群から選ばれ；
　Ｒ4は、
【化４】

からなる群から選ばれ；
　Ｒ5は水素、ヒドロキシ、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6－アルカノイルオキシ及び
アリールオキシからなる群から選ばれ；
　Ｒ6は水素、Ｃ1～Ｃ12－アルキル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル、－（ＣＨＲ’ＣＨＲ”

Ｏ－）p－ＣＨ2ＣＨ2Ｒ5（式中、ｐは１～１００の整数である）、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル
、Ｃ3～Ｃ8－シクロアルキル、アリール及びシアノからなる群から選ばれ；
　Ｒ7は、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ3～Ｃ8－シクロアルキル及びアリールからなる群から
選ばれ；
　Ｒ8は水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ3～Ｃ8－シクロアルキル及びアリールからなる群
から選ばれ；
　Ｒ9はＣ1～Ｃ12－アルキレン、アリーレン及びＣ3～Ｃ8－シクロアルキレン、並びに－
（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）p－ＣＨＲ’ＣＨＲ”－（式中、ｐは１～１００の整数である
）からなる群から選ばれ；
　Ｌは非オキソ炭素原子によって結合された二価有機結合基であり；
　Ｌ1は二価、三価又は四価結合基であり、前記二価基はＣ2～Ｃ12－アルキレン、－（Ｃ
ＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）p－ＣＨＲ’ＣＨＲ”－（式中、ｐは１～１００の整数である）、
Ｃ1～Ｃ2－アルキレン－１，４－フェニレン－Ｃ1～Ｃ2－アルキレン、－ＣＨ2ＣＨ2Ｏ－
１，４フェニレン－ＯＣＨ2ＣＨ2、及び－ＣＨ2－１，４－シクロヘキシレン－ＣＨ2－か
らなる群から選ばれ、前記三価及び四価基は３個又は４個の共有結合を有するＣ3～Ｃ8－
脂肪族炭化水素からなる群から選ばれ；
　Ａ及びＡ1は、独立して、１，４－フェニレン；並びにヒドロキシ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ

6－アルキル及びＣ1～Ｃ6－アルコキシからなる群から選ばれた１個又は２個の基で置換
された１，４－フェニレンからなる群から選ばれる］
で表される化合物からなる群から選ばれた少なくとも１種の化合物を含む請求項１に記載
の方法。
【請求項１９】
　式（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）pで表されるアルコキシル化部分がエチレンオキシド残基
、プロピレンオキシド残基又は両者の残基からなる群から選ばれ、且つｐが５０未満であ
る請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　ｐが１～３である請求項１９に記載の方法。
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【請求項２１】
　前記ＵＶ吸収性化合物が式ＶＩＩＩ～Ｘで表される化合物からなる群から選ばれる請求
項１８に記載の方法：
【化５】

［式中、Ｒ’
9は、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル及び－（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）p－ＣＨ2

ＣＨ2ＯＲ12（式中、ｐは１～１００の整数である）からなる群から選ばれ；
　Ｒ10は、水素及びＣ1～Ｃ6－アルコキシからなる群から選ばれ；
　Ｒ11は、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、シクロヘキシル、フェニル及び－（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ
－）pＲ12（式中、ｐは１～１００の整数である）からなる群から選ばれ；
　Ｒ12は、水素及びＣ1～Ｃ6－アルキルからなる群から選ばれ；
　Ｌ2は、Ｃ2～Ｃ6－アルキレン、－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）p－ＣＨ2ＣＨ2－（式中、ｐは１～
１００の整数である）及び－ＣＨ2－シクロヘキサン－１，４－ジイル－ＣＨ2－からなる
群から選ばれ；
　Ｌ3は、Ｃ2～Ｃ6－アルキレン及び－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）p－ＣＨ2ＣＨ2－（式中、ｐは１
～１００の整数である）及びＣ3～Ｃ8－アルケニレンからなる群から選ばれる］。
【請求項２２】
　前記ＵＶ吸収性化合物が式ＸＩ及びＸＩＩ：
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【化６】

で表される化合物から選ばれる請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ポリエステル中に組み入れる前記ＵＶ吸収性化合物が２５％超の収率を有する請求
項１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記収率が４０％超である請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記収率が５０％超である請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記収率が７５％超である請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　ａ．エステル、オリゴマー、低分子量ポリエステル及びそれらの混合物のうち少なくと
も１種を含むエステル化生成物を形成するのに充分な条件下でジカルボン酸及びジオール
を含む反応体をエステル化反応器中で合し；
　ｂ．エステル化された生成物を重縮合反応器中で重合させて、ポリエステルを形成せし
め；そして
　ｃ．前記反応体中に最初に存在するカルボキシ基の少なくとも７０％がエステル化され
たときに、エステル化反応器又は重縮合反応器の少なくとも１つに、式Ｉ：
【化７】

［式中、Ｘは水素、又はヒドロキシ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ及びハロゲ
ンからなる群から選ばれた２個以下の部分である］
の少なくとも１つの４－オキシベンジリデン基を含み且つポリエステル反応性基を含む少
なくとも１種のＵＶ吸収性化合物を添加する
ことを含んでなる、ジカルボン酸及びジオールを含む反応体の直接エステル化を用いて製
造されるポリエステル中への２５％超のＵＶ光吸収性化合物の組み入れ方法。
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【請求項２８】
　前記ジカルボン酸がテレフタル酸；ナフタレンジカルボン酸；イソフタル酸；１，４－
シクロヘキサンジカルボン酸；１，３－シクロヘキサンジカルボン酸；コハク酸；グルタ
ル酸；アジピン酸；セバシン酸；及び１，１２－ドデカン二酸からなる群から選ばれ；且
つ前記ジオールが、エチレングリコール；１，４－シクロヘキサンジメタノール；１，２
－プロパンジオール；１，３－プロパンジオール；１，４－ブタンジオール；２，２－ジ
メチル－１，３－プロパンジオール；１，６－ヘキサンジオール；１，２－シクロヘキサ
ンジオール；１，４－シクロヘキサンジオール；１，２－シクロヘキサンジメタノール；
１，３－シクロヘキサンジメタノール；２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シクロ
ブタンジオール；Ｘ，８－ビス（ヒドロキシメチル）トリシクロ－［５．２．１．０］－
デカン［Ｘは３、４又は５を表す］；ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、
ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコール；各脂肪族部分に２～１８個の炭素
原子を含むジオール；及びそれらの混合物からなる群から選ばれる請求項２７に記載の方
法。
【請求項２９】
　前記ポリエステルが７５モル％超のテレフタル酸残基及び７５モル％超のエチレングリ
コール残基を含み、酸成分が１００モル％を有し且つジオール成分が１００モル％有する
請求項２７に記載の方法。
【請求項３０】
　反応体中に最初に存在するカルボキシ基の少なくとも８０％がエステル化されたときに
、前記ＵＶ吸収性化合物を前記反応器の少なくとも１つに添加する請求項２７に記載の方
法。
【請求項３１】
　反応体中に最初に存在するカルボキシ基の９０％超がエステル化されたときに、前記Ｕ
Ｖ吸収性化合物を前記反応器の少なくとも１つに添加する請求項２７に記載の方法。
【請求項３２】
　前記ＵＶ吸収性化合物の０～１００％をエステル化反応器に添加する請求項２７に記載
の方法。
【請求項３３】
　前記ＵＶ吸収性化合物の０～１００％を重縮合反応器に添加する請求項２７に記載の方
法。
【請求項３４】
　前記ポリエステル中に組み入れる前記ＵＶ吸収性化合物が４０％超の収率を有する請求
項２７に記載の方法。
【請求項３５】
　前記収率が５０％超である請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記収率が７５％超である請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　前記ＵＶ吸収性化合物が、式ＩＩ～ＶＩＩ：
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【化８】

【化９】

［式中、Ｒは水素、Ｃ1～Ｃ12－アルキル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル、アリール、Ｃ3～
Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル及び－（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）p－ＣＨ2

－ＣＨ2－Ｒ5（式中、ｐは５０未満の整数である）からなる群から選ばれ；
　Ｒ’及びＲ”は、独立して、水素及びＣ1～Ｃ12－アルキルからなる群から選ばれ；
　ｎは２～４の範囲の自然数であり；
　Ｒ1は、－ＣＯ2Ｒ6及びシアノからなる群から選ばれ；
　Ｒ2は、シアノ、－ＣＯ2Ｒ6、Ｃ1～Ｃ6－アルキルスルホニル、アリールスルホニル、
カルバモイル、Ｃ1～Ｃ6－アルカノイル、アロイル、アリール及びヘテロアリールからな
る群から選ばれ；
　Ｒ3は－ＣＯＲ7、－ＣＯＮ（Ｒ7）Ｒ8及び－ＳＯ2Ｒ7からなる群から選ばれ；
　Ｒ4は、
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【化１０】

からなる群から選ばれ；
　Ｒ5は水素、ヒドロキシ、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6－アルカノイルオキシ及び
アリールオキシからなる群から選ばれ；
　Ｒ6は水素、Ｃ1～Ｃ12－アルキル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル、－（ＣＨＲ’ＣＨＲ”

Ｏ－）p－ＣＨ2ＣＨ2Ｒ5（式中、ｐは５０未満の整数である）、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル、
Ｃ3～Ｃ8－シクロアルキル、アリール及びシアノからなる群から選ばれ；
　Ｒ7は、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ3～Ｃ7－シクロアルキル及びアリールからなる群から
選ばれ；
　Ｒ8は水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ3～Ｃ8－シクロアルキル及びアリールからなる群
から選ばれ；
　Ｒ9は、Ｃ1～Ｃ12－アルキレン、アリーレン及びＣ3～Ｃ8－シクロアルキレン並びに－
（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）p－ＣＨＲ’ＣＨＲ”－（式中、ｐは５０未満の整数である）
からなる群から選ばれ；
　Ｌは非オキソ炭素原子によって結合された二価有機結合基であり；
　Ｌ1は二価、三価又は四価結合基であり、前記二価基はＣ2～Ｃ12－アルキレン、－（Ｃ
ＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）p－ＣＨＲ’ＣＨＲ”－（式中、ｐは５０未満の整数である）、Ｃ1

～Ｃ2－アルキレン－アリーレン－Ｃ1～Ｃ2－アルキレン、－ＣＨ2ＣＨ2Ｏ－アリーレン
－ＯＣＨ2ＣＨ2及び－ＣＨ2－１，４－シクロヘキシレン－ＣＨ2－からなる群から選ばれ
、前記三価及び四価基は３個又は４個の共有結合を有するＣ3～Ｃ8－脂肪族炭化水素から
なる群から選ばれ；
　Ａ及びＡ1は、独立して、１，４－フェニレン；並びにヒドロキシ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ

6－アルキル及びＣ1～Ｃ6－アルコキシからなる群から選ばれた１個又は２個の基で置換
された１，４－フェニレンからなる群から選ばれる］で表される化合物からなる群から選
ばれた少なくとも１種の化合物を含む請求項２７に記載の方法。
【請求項３８】
　前記ＵＶ吸収性化合物が式ＶＩＩＩ～Ｘ：
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【化１１】

【化１２】

［式中、Ｒ’
9は水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル及び－（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）p－ＣＨ2Ｃ

Ｈ2ＯＲ12（式中、ｐは５０未満の整数である）からなる群から選ばれ；
　Ｒ10は水素及びＣ1～Ｃ6－アルコキシからなる群から選ばれ；
　Ｒ11はＣ1～Ｃ6－アルキル、シクロヘキシル、フェニル及び－（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－
）pＲ12（式中、ｐは５０未満の整数である）からなる群から選ばれ；
　Ｒ12は水素及びＣ1～Ｃ6－アルキルからなる群から選ばれ；
　Ｌ2はＣ2～Ｃ6－アルキレン、－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）p－ＣＨ2ＣＨ2－（式中、ｐは５０未
満の整数である）及び－ＣＨ2－シクロヘキサン－１，４－ジイル－ＣＨ2－からなる群か
ら選ばれ；
　Ｌ3はＣ2～Ｃ6－アルキレン及び－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）p－ＣＨ2ＣＨ2－（式中、ｐは５０
未満の整数である）及びＣ3～Ｃ8－アルケニレンからなる群から選ばれる］で表される化
合物からなる群から選ばれる請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記ＵＶ吸収性化合物が式ＸＩ及びＸＩＩ：
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【化１３】

で表される化合物から選ばれる請求項３７に記載の方法。
【請求項４０】
　式（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）pで表されるアルコキシル化部分がエチレンオキシド残基
、プロピレンオキシド残基又は両者の残基からなる群から選ばれ、且つｐが８未満である
請求項３７又は３８に記載の方法。
【請求項４１】
　ｐが１～３である請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　ジカルボン酸及びジオールを含む反応体の直接エステル化を用いて製造されたポリエス
テルを含んでなる熱可塑性樹脂製品であって、２５％超のＵＶ光吸収性化合物が、
　ａ．エステル、オリゴマー、低分子量ポリエステル及びそれらの混合物のうち少なくと
も１種を含んでなるエステル化生成物を形成するのに充分な条件下で前記反応体をエステ
ル化反応器中で合し；
　ｂ．エステル化された生成物を重縮合反応器中で重合させて、ポリエステルを形成せし
め；そして
　ｃ．前記反応体中に最初に存在するカルボキシ基の少なくとも５０％がエステル化され
たときに、エステル化反応器又は重縮合反応器の少なくとも１つに、式Ｉ：
【化１４】

［式中、Ｘはヒドロキシ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ及びハロゲンからなる
群から選ばれる］
の少なくとも１つの４－オキシベンジリデン基を含み且つポリエステル反応性基を含む少
なくとも１種のＵＶ吸収性化合物を添加する
ことを含んでなる方法によって前記ポリエテル中に組み入れた熱可塑性樹脂製品。
【請求項４３】
　前記ＵＶ吸収性化合物が、式ＩＩ～ＶＩＩ：
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【化１５】

【化１６】

［式中、Ｒは水素、Ｃ1～Ｃ12－アルキル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル、アリール、Ｃ3～
Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル及び－（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）p－ＣＨ2

－ＣＨ2－Ｒ5（式中、ｐは１～１００の整数である）からなる群から選ばれ；
　Ｒ’及びＲ”は、独立して、水素及びＣ1～Ｃ12－アルキルからなる群から選ばれ；
　ｎは２～４の範囲の自然数であり；
　Ｒ1は－ＣＯ2Ｒ6及びシアノからなる群から選ばれ；
　Ｒ2はシアノ、－ＣＯ2Ｒ6、Ｃ1～Ｃ6－アルキルスルホニル、アリールスルホニル、カ
ルバモイル、Ｃ1～Ｃ6－アルカノイル、アロイル、アリール及びヘテロアリールからなる
群から選ばれ；
　Ｒ3は－ＣＯＲ7、－ＣＯＮ（Ｒ7）Ｒ8及び－ＳＯ2Ｒ7からなる群から選ばれ；
　Ｒ4は
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【化１７】

からなる群から選ばれ；
　Ｒ5は水素、ヒドロキシ、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6－アルカノイルオキシ及び
アリールオキシからなる群から選ばれ；
　Ｒ6は水素、Ｃ1～Ｃ12－アルキル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル、－（ＣＨＲ’ＣＨＲ”

Ｏ－）p－ＣＨ2ＣＨ2Ｒ5（式中、ｐは１００未満の整数である）、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル
、Ｃ3～Ｃ8－シクロアルキル、アリール及びシアノからなる群から選ばれ；
　Ｒ7はＣ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ3～Ｃ7－シクロアルキル及びアリールからなる群から選
ばれ；
　Ｒ8は水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ3～Ｃ8－シクロアルキル及びアリールからなる群
から選ばれ；
　Ｒ9はＣ1～Ｃ12－アルキレン、アリーレン及びＣ3～Ｃ8－シクロアルキレン、並びに－
（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）p－ＣＨＲ’ＣＨＲ”－（式中、ｐは１００未満の整数である
）からなる群から選ばれ；
　Ｌは非オキソ炭素原子によって結合された二価有機結合基であり；
　Ｌ1は二価、三価又は四価結合基であり、前記二価基はＣ2～Ｃ12－アルキレン、－（Ｃ
ＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）p－ＣＨＲ’ＣＨＲ”－（式中、ｐは１００未満の整数である）、
Ｃ1～Ｃ2－アルキレン－アリーレン－Ｃ1～Ｃ2－アルキレン、－ＣＨ2ＣＨ2Ｏ－アリーレ
ン－ＯＣＨ2ＣＨ2及び－ＣＨ2－１，４－シクロヘキシレン－ＣＨ2－からなる群から選ば
れ、前記三価及び四価基は３個又は４個の共有結合を有するＣ3～Ｃ8－脂肪族炭化水素か
らなる群から選ばれ；
　Ａ及びＡ1は、独立して、１，４－フェニレン；並びにヒドロキシ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ

6－アルキル及びＣ1～Ｃ6－アルコキシからなる群から選ばれた１個又は２個の基で置換
された１，４－フェニレンからなる群から選ばれる］で表される化合物からなる群から選
ばれる請求項４２に記載の熱可塑性樹脂製品。
【請求項４４】
　前記ＵＶ吸収性化合物が式ＶＩＩＩ～Ｘ：
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【化１８】

［式中、Ｒ’
9は水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル及び－（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）p－ＣＨ2Ｃ

Ｈ2ＯＲ12（式中、ｐは１００未満の整数である）からなる群から選ばれ；
　Ｒ10は水素及びＣ1～Ｃ6－アルコキシからなる群から選ばれ；
　Ｒ11はＣ1～Ｃ6－アルキル、シクロヘキシル、フェニル及び－（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－
）pＲ12（式中、ｐは１００未満の整数である）からなる群から選ばれ；
　Ｒ12は水素及びＣ1～Ｃ6－アルキルからなる群から選ばれ；
　Ｌ2はＣ2～Ｃ6－アルキレン、－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）p－ＣＨ2ＣＨ2－（式中、ｐは１００
未満の整数である）及び－ＣＨ2－シクロヘキサン－１，４－ジイル－ＣＨ2－からなる群
から選ばれ；そして
　Ｌ3はＣ2～Ｃ6－アルキレン、－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）p－ＣＨ2ＣＨ2－（式中、ｐは１００
未満の整数である）及びＣ3～Ｃ8－アルケニレンからなる群から選ばれる］で表される化
合物からなる群から選ばれる請求項４３に記載の熱可塑性樹脂製品。
【請求項４５】
　式（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）pで表される前記アルコキシル化部分が、エチレンオキシ
ド残基、プロピレンオキシド残基又は両者の残基からなる群から選ばれ、且つｐが５０未
満である請求項４３又は４４に記載の熱可塑性樹脂製品。
【請求項４６】
　ｐが８未満である請求項４５に記載の熱可塑性樹脂製品。
【請求項４７】
　ｐが１～３である請求項４５に記載の熱可塑性樹脂製品。
【請求項４８】
　前記ＵＶ吸収性化合物が式ＸＩ及びＸＩＩ：
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【化１９】

で表される化合物から選ばれる請求項４２に記載の熱可塑性樹脂製品。
【請求項４９】
　前記製品がボトル、貯蔵容器、シート、フィルム、プラック、ホース、チューブ及びシ
リンジからなる群から選ばれる請求項４２に記載の熱可塑性樹脂製品。
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